
『万葉集』第一巻に、歌人・額田王が詠んだ、上塾

田津に　船乗りせむと　月待てば　潮もかなひぬ
今は漕ぎ出でな」という有名な歌があります。 「熟田

津で船出をしようとして月を待っていると、潮も満
ちてきた。さあ今こそ漕ぎ出そう。」という内容で

す。
この歌は、斉明7年(661年)、斉明天皇一行が、

百済救援に向かう途中で伊予熟田津石湯(道後温
泉)に滞在した際に詠まれたものされていますが、

熟田津はどこか、現在まで謎となっています。

熟田津の場所としては、 ①和気・堀江説　②古三

令和4年(2022年) 9月号

発行松山市喜藤町内会
編集青野健治(090-5144-9174)
yoshifu」 i. chounaikai@gma廿co爪

津・三津浜説　③松前一吉田浜説　④御幸寺山

麓説　などのほか、 「喜藤・姫原説」というのも
あります。

「吉藤・姫原説」によれば、当時は、和気、堀

江から山越付近まで、現在の大川を含む一帯が

沼地で海に通じていたとされ、斉明天皇一行は

吉藤辺りに舟を停泊し、そこからは陸路で現在
の吉藤池付近を通る山越えで祝谷に出る道を道

後温泉へと向かったと推定しています。

もしそうだとしたら、と

ても夢があると思いません

か?

←県護国神社(松山市御幸l丁目)

万葉苑内にある「熟田津の碑」

近頃は、全国いたる所で線状降水帯が発生す

るなど、豪雨となることが多発しています。
マイ タイムラインは、豪雨や長雨などによる

災害が発生しそうなときに、余裕をもって逃げ

自分の行動
を考えてお

きましょう。

るために、 「いつ」 「誰が」 「何を」するのか事前

に考えて、行動内容を決めておく、一人ひとりの

防災計画です。

今年の台風の季節はまだ続きます。いざとい
う時に備えて、マイ・タイムラインを作成してお

きましょう。
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